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 ２ 月 中 旬 、 石 割 山 （ 1 4 1 3 ㍍ ）・ 杓

子 山（ 1 5 9 8 ㍍ ）に 出 か け た 。山 中 湖

北 縁 の 山 々 を 尾 根 歩 き し な が ら 終 日 、

冬 富 士 を 観 望 し よ う と の 算 段 で あ る 。 

 １ ０ 時 １ ０ 分 、 新 宿 か ら の 高 速 バ

ス を 山 中 湖 畔 の 平 野 部 落 で 下 車 。 快

晴 。 雪 が ほ と ん ど 無 い の が 拍 子 抜 け

で あ る 。  

 舗 装 さ れ た 道 を テ ク テ ク 歩 い て １

０ 時 ４ ５ 分 、 石 割 山 登 山 口 の 赤 い 鳥

居 。 こ こ か ら 長 い 長 い 石 段 を 息 を 切

ら し て 登 る 。 後 は ブ ナ 林 の 中 の 緩 い

尾 根 道 登 り 。 振 り 返 る と 半 ば 凍 っ た

山 中 湖 と 左 半 分

雲 を ま と っ た 富

士 山 が な か な か

の 風 情 で あ る 。

１ １ 時 ２ ５ 分 石

割 神 社 。 大 き く

斜 め に 割 れ た シ

メ 縄 飾 り の 大 岩

が 鎮 座 ま し ま す 。 

 １ １ 時 ４ ５ 分

石 割 山 頂 上 。 光

り 輝 く 富 士 山 の 威 容 が 圧 倒 的 で あ っ

た 。 山 頂 広 場 の 積 雪 約 １ ０ ㌢ 。 弁 当

を 広 げ

て 談 笑

す る 先

客 が 結

構 多 い 。

私 も 仲

間 に 入

っ て し

ば し 休

息 を 楽 し ん だ 。  

 １ ２ 時 ２ ０ 分 、 重 い 腰 を 上 げ て 出

発 。 さ す が に 杓 子 山 方 向 に 向 か う の

は 私 一 人 で あ る 。  

葉 が 落

ち て 明

る い 雑

木 林 の

中 の 尾

根 歩 き

が 延 々

と 続 く 。

上 り 下

り が 緩 や か で 少 々 の 積 雪 も 気 に な ら

な い 。 二 十 曲 峠 、 加 瀬 山 、 立 ノ 塚 峠

と 過 ぎ 、 傾 斜 が 漸 く 急 に な っ て 岩 場

の 登 り を ４ 回 程 こ な し 、 １ ４ 時 １ ５

分 子 ノ 神 の 三 叉 路 に 出 た 。 こ こ に ザ

ッ ク を デ ポ し 、鹿 留 山（ 1 6 3 2 ㍍ ）を

往 復 。 鹿 留 山 頂 は 雪 に 埋 も れ た ブ ナ

林 が 静 か な た た ず ま い だ っ た 。  

 １ ４ 時 ５ ５ 分 杓 子 山 頂 。 ベ ン チ が  

整 備 さ れ て お り 、 忍 野 の 部 落 が 箱 庭

の よ う に 見 下 ろ せ る 。 山 頂 か ら ジ グ

ザ グ 道 を 急 降 下 し た と こ ろ が 大 権 道

峠 。 先 を 急 ぎ 、 雑 木 の 中 の 尾 根 を 無

念 無 想 で 登 り 、 露 岩 の ピ ー ク を い く

つ か 越 え 、 １ ５ 時 ５ ０ 分 小 広 い 高 座

山 頂 に 出 た 。 も う 夕 日 が 富 士 山 の 右

肩 に 近 い 。  

 冬 の 日 の 落 ち る の は 早 い 。 日 没 に

急 き た て ら れ 鳥 居 地 峠 経 由 で ひ た す

ら 下 り 、 予 約 し た 忍 野 の 民 宿 に よ う

や く 到 着

し た の は 、

日 も と っ

ぷ り 暮 れ

た １ ７ 時

だ っ た 。  

石割山・杓子山－富士山観望の遊歩道－  

石 割 山 か ら の 杓 子 山 ・ 鹿 留 山  

石 割 山 か ら の 富 士 山  

忍 野 か ら の 高 座 山 ・ 杓 子 山  


